
JP 4225060 B2 2009.2.18

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　網側装置、この網側装置を介して通信する通信手段を備えた無線電話機を含む無線電話
システムにおいて、
　前記網側装置は、メロディ又は音声を表現する符号データである動作状態報知データを
、所定の無線電話機に対応付けて記憶する記憶手段と、
　着呼側の無線電話機から呼設定受付データを受信すると、発呼側ないし着呼側のいずれ
かの無線電話機に対応する動作状態報知データを発呼側の無線電話機へ送信する手段とを
備え、
　前記発呼側の無線電話機は、前記網側装置が送信した前記動作状態報知データを受信す
る受信手段と、
　前記受信手段で受信した前記動作状態報知データに基づきメロディ又は音声を出力する
報知手段とを備え、
　前記所定の無線電話機は、動作状態報知データの登録の指示が入力される操作部と、
　前記登録の指示に応じて、前記所定の無線電話機を識別する無線電話機識別データを少
なくとも含む登録要求信号を網側装置に送信する手段とを備え、
　前記網側装置は、前記所定の無線電話機から送信された前記登録要求信号に基づき、前
記無線電話機識別データにて識別される前記所定の無線電話機に対応付けて前記動作状態
報知データを前記記憶手段に記憶する無線電話システム。
【請求項２】
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　着呼側の無線電話機は、動作状態報知データを入力する手段と、
　前記動作状態報知データ、及び呼設定要求データを受信したときの動作状態に応じた呼
設定受付データを網側装置に送信する手段とを備え、
　発呼側の無線電話機は、前記網側装置から送信される動作状態報知データを受信する手
段を備えたことを特徴とする請求項１に記載の無線電話システム。
【請求項３】
　所定の無線電話機は、動作状態報知データの変更の指示が入力される操作部と、
　前記変更の指示に応じて、網側装置に記憶された動作状態報知データのうち所望の動作
状態報知データを識別する識別信号を少なくとも含む変更要求信号を前記網側装置に送信
する手段とを備え、
　前記網側装置は、前記所定の無線電話機から送信された前記変更要求信号に基づき、記
憶する動作状態報知データのうち前記識別符号にて識別される動作状態報知データを変更
することを特徴とする請求項１に記載の無線電話システム。
【請求項４】
　動作状態報知データは、呼出中であることを示すリングバックトーンデータ、通話中で
あることを示すビジートーンデータ、又は、データ受信不可であることを示すインターセ
プトトーンデータであり、
　報知手段は、リングバックトーン、ビジートーン、インターセプトトーンを発生させる
ことを特徴とする請求項１に記載の無線電話システム。
【請求項５】
　動作状態報知データは、呼出中、通話中又はデータ受信不可であることを示す文字デー
タ或いは画像データを含み、
　報知手段は、前記文字データに対応する文字、或いは前記画像データに対応する画像を
表示することを特徴とする請求項１に記載の無線電話システム。
【請求項６】
　メロディ又は音声を表現する符号データである動作状態報知データの登録或いは変更の
指示を入力する操作部と、
　前記登録或いは変更の指示に応じて、登録要求信号或いは変更要求信号を網側装置に送
信する手段と、
　呼設定要求データを受信したときの動作状態に応じた呼設定受付データを前記網側装置
に送信する手段と、
　着呼側の無線電話機から送信された呼設定受付データに応じて網側装置から送信された
動作状態報知データを受信する手段と、
　受信した動作状態報知データに基づき、メロディ又は音声を出力する報知手段とを備え
た無線電話機。
【請求項７】
　登録要求信号は、無線電話機を識別する無線電話機識別データを少なくとも含み、
　変更要求信号は、網側装置に記憶された動作状態報知データのうち所望の動作状態報知
データを識別する識別符号を少なくとも含むことを特徴とする請求項６に記載の無線電話
機。
【請求項８】
　メロディ又は音声を表現する符号データである動作状態報知データを、所定の無線電話
機に対応付けて記憶する記憶手段と、
　着呼側の無線電話機から呼設定受付データを受信すると、発呼側ないし着呼側のいずれ
かの無線電話機に対応する動作状態報知データを発呼側の無線電話機へ送信する手段とを
備え、
　無線電話機から送信された、前記無線電話機を識別する無線電話機識別データを少なく
とも含む登録要求信号に基づき、前記無線電話機識別データにて識別される無線電話機に
対応付けて動作状態報知データを前記記憶手段に記憶する網側装置。
【請求項９】
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　無線電話機から送信された、網側装置に記憶された動作状態報知データのうち所望の動
作状態報知データを識別する識別信号を少なくとも含む変更要求信号に基づき、記憶する
動作状態報知データのうち前記識別符号にて識別される動作状態報知データを変更するこ
とを特徴とする請求項８に記載の網側装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、Ｗ－ＣＤＭＡ(Wideband - Code Division Multiple Access)及びｃｄｍａ
２０００などの携帯電話システムに用いられる無線電話機及び無線電話システムに関する
。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、無線電話機の一種である携帯電話機から他の携帯電話機又は固定電話機など
に電話を掛ける場合、発呼側の携帯電話機は、着呼側電話機の動作状態に対応するトーン
を発生する。たとえば、着呼側電話機を呼び出している場合、発呼側の携帯電話機はリン
グバックトーンを発生する。また、着呼側電話機が通話中である場合、発呼側の携帯電話
機はビジートーンを発生する。さらに、着呼側電話機が携帯電話機であって通話エリア外
に存在している場合、発呼側の携帯電話機は、「お掛けになった電話は電源をお切りにな
っているか通話ができない場所にあります。」などの音声を発生する。
【０００３】
　このような着呼側電話機の動作状態は、通常、回線交換局などの網側装置に登録されて
いるトーンデータを発呼側の携帯電話機に送信することにより、発呼側の携帯電話機にお
いて発生される（たとえば特開平１０－３１３４８５号公報参照）。
【０００４】
　より具体的には、着呼側電話機は、発呼側の携帯電話機から着呼があった場合、そのと
きの動作状態に対応する呼設定受付データを網側装置に送信する。網側装置は、この呼設
定受付データを受信すると、当該呼設定受付データに基づいて着呼側電話機の動作状態に
対応するトーンデータを登録データの中から読み出し、発呼側の携帯電話機に送信する。
発呼側の携帯電話機は、この受信されたトーンデータに対応するトーンを発生する。
【０００５】
　このように、着呼側電話機の動作状態に対応するトーンデータ（動作状態報知データ）
は網側装置に登録されており、したがってシステム運用者のみが生成し変更できるように
なっている。そのため、着呼側電話機の動作状態をユーザオリジナルの表現形態でユーザ
に報知することができないとの問題があった。
【発明の開示】
【０００６】
　そこで、この発明の目的は、着呼側電話機の動作状態をユーザオリジナルの表現形態で
発呼側電話機のユーザに報知することができる無線電話機及び無線電話システムを提供す
ることである。
【０００７】
　上記目的を達成するためのこの発明は、所定の発呼操作後に、着呼側電話機に登録され
ている当該着呼側電話機の動作状態を示す動作状態報知データを上記着呼側電話機から受
信し、この受信された動作状態報知データに基づいて着呼側電話機の動作状態を報知する
ようにしたものである。
【０００８】
　ここに、上記動作状態報知データは、たとえば、呼出中であることを示すリングバック
トーンデータ、通話中であることを示すビジートーンデータ、又は、データ受信不可であ
ることを示すインターセプトトーンデータであり、上記動作状態報知手段は、リングバッ
クトーン、ビジートーン又はインターセプトトーンを発生させるものである。
【０００９】
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　上記目的を達成するための発明を別の観点から見た場合、この発明は、動作状態を示す
動作状態報知データを予め登録しており、発呼側電話機から呼設定要求データを受信した
場合、上記登録されている動作状態報知データのうち上記呼設定要求データを受信したと
きの自装置の動作状態に対応する動作状態報知データを発呼側電話機に無線送信するよう
にしたものである。
【００１０】
　以上の構成によれば、着呼側電話機に予め登録されている動作状態報知データを発呼側
電話機に送信することにより、発呼側電話機において着呼側電話機の動作状態が報知され
る。したがって、網側装置に動作状態報知データが登録されていた従来技術と異なり、ユ
ーザオリジナルの表現形態で着呼側電話機の動作状態をユーザに報知することができる。
そのため、ユーザへのサービス向上を図ることができる。
【００１１】
　さらに、上記目的を達成するためのこの発明を別の観点から見た場合、この発明は、動
作状態を示す動作状態報知データを予め登録しており、発呼後に呼設定受付データを受信
した場合、上記登録されている動作状態報知データのうち上記受信された呼設定受付デー
タに応じた動作状態報知データに基づいて着呼側電話機の動作状態を報知するようにした
ものである。
【００１２】
　この構成によれば、着呼側電話機又は中継システムとしての網側装置から呼設定受付デ
ータを受信した場合に、自機に登録されている動作状態報知データに基づいて着呼側電話
機の動作状態を報知する。したがって、発呼側の無線電話機のユーザ自身のオリジナルな
表現形態で着呼側電話機の動作状態を報知することができる。そのため、ユーザへのサー
ビス向上を図ることができる。
【００１３】
　さらにまた、上記目的を達成するためのこの発明を別の観点から見た場合、この発明は
、次のようなものである。網側装置、この網側装置を介して通信する通信手段を備えた無
線電話機を含む無線電話システムにおいて、網側装置は、メロディ又は音声を表現する符
号データである動作状態報知データを、所定の無線電話機に対応付けて記憶する記憶手段
と、着呼側の無線電話機から呼設定受付データを受信すると、発呼側ないし着呼側のいず
れかの無線電話機に対応する動作状態報知データを発呼側の無線電話機へ送信する手段と
を備え、発呼側の無線電話機は、網側装置が送信した動作状態報知データを受信する受信
手段と、受信した動作状態報知データに基づきメロディ又は音声を出力する報知手段とを
備えたものである。
【００１４】
　この構成によれば、無線電話機から入力され網側装置に登録されている動作状態報知デ
ータを発呼側の無線電話機に送信する。したがって、無線電話機のユーザが一切関与でき
ないように網側装置に予め登録されている従来技術と異なり、ユーザのオリジナルな表現
形態で着呼側無線電話機の動作状態をユーザに報知できる。そのため、この構成によって
も、ユーザへのサービス向上を図ることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　以下では、この発明の実施の形態を、添付図面を参照して詳細に説明する。
【００１６】
実施の形態１
　第１図は、この発明の実施の形態１に係る無線電話機が用いられた携帯電話システムの
全体構成を示す概念図である。この携帯電話システムは、たとえば、Ｗ－ＣＤＭＡ、ＵＭ
ＴＳ(Universal Mobile Telecommunications System)及びｃｄｍａ２０００などの３Ｇ(3
 Genelation)規格、ＩＳ－９５などの２．５Ｇ(2.5 Genelation)規格、又はＰＤＣ(Perso
nal Digital Cellular)及びＧＳＭ(Global System for Mobile communications)などの２
Ｇ(2 Genelation)規格に準拠したものであり、複数の携帯電話機ＭＳ１、ＭＳ２（以下総
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称するときは「携帯電話機ＭＳ」という）及び網側装置１を備えている。
【００１７】
　第２図は、上記携帯電話システムにおける呼設定処理を説明するためのシーケンス図で
ある。たとえば、一方の携帯電話機（以下必要に応じて「発呼側携帯電話機」という）Ｍ
Ｓ１から他方の携帯電話機（以下必要に応じて「着呼側携帯電話機」という）ＭＳ２に電
話を掛ける場合を考える。
【００１８】
　この場合において、発呼側携帯電話機ＭＳ１から発呼操作がなされると、着呼側携帯電
話機ＭＳ２は、自機に予め登録されているトーンデータ（動作状態報知データ）を発呼側
携帯電話機ＭＳ１に送信する。この送信されたトーンデータは、発呼側携帯電話機ＭＳ１
で受信される。発呼側携帯電話機ＭＳ１は、この受信されたトーンデータに基づいて、着
呼側携帯電話機ＭＳ２の動作状態をユーザに報知する。
【００１９】
　ここに、上記トーンデータは、着呼側携帯電話機の動作状態を示すものである。具体的
には、上記トーンデータは、呼出中であることを示すリングバックトーン（ＲＢＴ）に対
応するＲＢＴデータ、及び通話中であることを示すビジートーンに対応するビジートーン
データである。これらＲＢＴデータ及びビジートーンデータは、互いに異なる表現形態（
メロディ又は音声）で表現されている。
【００２０】
　このように、この実施の形態１では、発呼側携帯電話機ＭＳ１は、着呼側携帯電話機Ｍ
Ｓ２のユーザにより指定された表現形態のＲＢＴ及びビジートーンを発生することができ
る。
【００２１】
　さらに詳述する。発呼側携帯電話機ＭＳ１のユーザは発呼操作をする（Ａ１）。具体的
には、ユーザは、テンキーを操作したりメモリから呼び出したりすることにより着呼側携
帯電話機ＭＳ２の電話番号を特定し、その後発信キーを操作する。発呼側携帯電話機ＭＳ
１は、上記発呼操作に応答して呼設定要求データを無線送信する（Ａ２）。具体的には、
発呼側携帯電話機ＭＳ１は、上記呼設定要求データ及び発呼側並びに着呼側携帯電話機の
識別データを含む呼設定要求信号を網側装置１に無線送信する。
【００２２】
　網側装置１は、上記呼設定要求信号を受信すると、上記呼設定要求信号を着呼側携帯電
話機ＭＳ２に無線転送する（Ａ３）。着呼側携帯電話機ＭＳ２は、呼設定要求信号を受信
すると、呼設定受付信号及び所定のトーン信号を網側装置１に無線送信する（Ａ４）。
【００２３】
　より具体的には、着呼側携帯電話機ＭＳ２は、上記呼設定要求信号を受信したときの動
作状態に対応する呼設定受付信号及びトーン信号を網側装置１に送信する。さらに具体的
には、着呼側携帯電話機ＭＳ２は、上記呼設定要求信号を受信したときに通話可能状態で
あれば、通話可に対応する呼設定受付データ（ＡＣＫデータ）及び着呼側携帯電話機ＭＳ
２の識別データを含む呼設定受付信号（ＡＣＫ信号）を網側装置１に送信する。また、着
呼側携帯電話機ＭＳ２は、予め登録されているトーンデータの中から通話可能状態に対応
するＲＢＴデータを読み出し、当該ＲＢＴデータを含むトーン信号（ＲＢＴ信号）を生成
する。その後、着呼側携帯電話機ＭＳ２は、当該ＲＢＴ信号を網側装置１に繰り返し送信
する。
【００２４】
　一方、着呼側携帯電話機ＭＳ２は、通話中である場合には、通話不可に対応する呼設定
受付データ（ＮＡＫデータ）及び着呼側携帯電話機ＭＳ２の識別データを含む呼設定受付
信号（ＮＡＫ信号）を網側装置１に送信する。また、着呼側携帯電話機ＭＳ２は、予め登
録されているトーンデータの中から通話不可状態に対応するビジートーンデータを読み出
し、当該ビジートーンデータを含むトーン信号（ビジー信号）を生成する。その後、着呼
側携帯電話機ＭＳ２は、当該ビジー信号を網側装置１に繰り返し送信する。
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【００２５】
　網側装置１は、呼設定受付信号及びトーン信号を受信すると、当該呼設定受付信号及び
トーン信号を発呼側携帯電話機ＭＳ１に転送する（Ａ５）。発呼側携帯電話機ＭＳ１は、
当該トーン信号を受信すると、当該トーン信号中のトーンデータに対応する音を発生させ
る（Ａ６）。具体的には、発呼側携帯電話機ＭＳ１は、ＲＢＴ信号を受信した場合、ＲＢ
Ｔを発生する。また、ビジートーン信号を受信した場合、発呼側携帯電話機ＭＳ１は、ビ
ジートーンを発生する。これにより、発呼側携帯電話機ＭＳ１のユーザに対して着呼側携
帯電話機ＭＳ２のユーザオリジナルのメロディ又は音声で呼出中及び話中のいずれかを知
らせることができる。
【００２６】
　着呼側携帯電話機ＭＳ２において通話可能である場合、着呼側携帯電話機ＭＳ２は、上
述のようにＡＣＫ信号及びＲＢＴ信号を送信するとともに、電話が掛かってきたことを報
知するために、着信音を発生する（Ａ７）。着呼側携帯電話機ＭＳ２のユーザによりオフ
フックされると（Ａ８）、着呼側携帯電話機ＭＳ２は、応答信号を網側装置１に送信する
（Ａ９）。また、着呼側携帯電話機ＭＳ２は、着信音の発生を停止するとともに、それま
で継続して送信していたトーン信号（ＲＢＴ信号）の送信を停止する（Ａ１０）。
【００２７】
　網側装置１は、上記応答信号を発呼側携帯電話機ＭＳ１に送信する（Ａ１１）。発呼側
携帯電話機ＭＳ１は、上記応答信号を受信したことに応答して、ＲＢＴを停止させる（Ａ
１２）。このようにして、呼の設定が完了し、発呼側及び着呼側携帯電話機ＭＳ１、ＭＳ
２は通話状態となる（Ａ１３）。
【００２８】
　着呼側携帯電話機ＭＳ２において通話中である場合、着呼側携帯電話機ＭＳ２は、上述
のようにＮＡＫ信号及びビジー信号を送信する。この場合、ビジー信号については繰り返
し送信される。一方、この場合には発呼側携帯電話機ＭＳ１のユーザは電話を切ることが
予想される。したがって、着呼側携帯電話機ＭＳ２は、回線切断要求信号（図示せず）を
受信したことに応答して、上記ビジー信号の送信を停止する。
【００２９】
　第３図は、携帯電話機ＭＳの内部構成を示すブロック図である。携帯電話機ＭＳは、無
線（ＲＦ）部１０、制御部１１、操作表示部１２、第１メモリ部１３、第２メモリ部１４
及び音響部１５を備えている。ＲＦ部１０は、無線信号の送受信処理及び変復調処理など
を実行するものである。制御部１１は、ＣＰＵなどから構成され、ＲＦ部１０、操作表示
部１２、第１及び第２メモリ部１２、１４並びに音響部１５を制御するものである。操作
表示部１２は、ディスプレイ１２ａ及び操作キー１２ｂを備えている。ディスプレイ１２
ａは、たとえば液晶ディスプレイである。操作キー１２ｂは、通話キー、終話キー、ファ
ンクションキー及びテンキーなどを含む。
【００３０】
　音響部１５は、マイクロフォン１５ａ及びスピーカ１５ｂを備えている。また、音響部
１５は、マイクロフォン１５ａを介して入力されたアナログ音声信号をディジタル音声信
号に変換し制御部１１に与えたり、入力されるディジタル信号をアナログ信号に変換して
スピーカ１５ｂから出力したりする。
【００３１】
　第１メモリ部１３は、たとえばＲＯＭ(Read Only Memory)から構成され、コンピュータ
プログラム及び各種データを不揮発的に記憶するものである。第２メモリ部１４は、たと
えばフラッシュメモリから構成され、各種データを電気的に書き換え可能に記憶するもの
である。具体的には、第２メモリ部１４は、相手先電話番号及び相手先メールアドレスな
どのユーザデータ並びにトーンデータを記憶する。
【００３２】
　トーンデータは、たとえば後述するトーンデータ登録処理により着呼側携帯電話機ＭＳ
２の第２メモリ部１４内のトーンデータ用のエリアに登録される。この場合、トーンデー



(7) JP 4225060 B2 2009.2.18

10

20

30

40

50

タは複数登録可能であり、各々のトーンデータには識別符号が対応付けられる。さらに、
ユーザは、複数のトーンデータが登録されている場合いずれか１つを使用することを設定
することができ、この場合その設定されたトーンデータには使用設定データが対応付けら
れる。
【００３３】
　上述のようにトーンデータは、ＲＢＴデータ及びビジートーンデータである。ＲＢＴデ
ータは、メロディ及び音声からなる。ビジートーンデータは、メロディからなる。これら
ＲＢＴデータ及びビジートーンデータは、たとえばＡＤＰＣＭ(Adaptive Differential P
ulse Code Modulation)符号データである。ＡＤＰＣＭ符号化は、従前の符号との間の差
分を抽出することによりデータを符号化する処理であり、単なるＰＣＭ符号と比べてデー
タ量を圧縮できる。したがって、この実施の形態１では、トーンデータの記憶容量を小さ
くできる。また、上述のように、トーンデータは発呼側携帯電話機に送信されることから
、当該送信データ量の低減にも寄与する。
【００３４】
　第４図は、発呼時の処理を説明するためのフローチャートである。他の携帯電話機に電
話をかける場合、ユーザは、発呼操作を実行する（ステップＳ１）。具体的には、ユーザ
は、最初に、操作キー１２ｂを操作し相手先電話番号を特定する。さらに具体的には、ユ
ーザは、テンキーを操作して数字を入力したりファンクションキーを操作して登録されて
いる相手先電話番号をディスプレイ１２ａに表示させる。その後、ユーザは、通話キーを
操作する。その結果、操作表示部１２は、当該電話番号情報を含む呼設定要求データをＲ
Ｆ部１０に与える。ＲＦ部１０は、当該発信データに基づいて局部発振器（図示せず）に
より発振された高周波信号を変調することにより呼設定要求信号を生成し増幅した後送信
する（ステップＳ２）。
【００３５】
　その後、網側装置１から呼設定受付信号及びトーン信号がＲＦ部１０により受信される
と（ステップＳ３）、ＲＦ部１０は、呼設定受付信号を増幅した後復調することにより呼
設定受付データを復元する。また、ＲＦ部１０は、トーン信号を増幅した後復調すること
によりトーンデータを復元する。ＲＦ部１０は、この復元された各データを制御部１１に
与える。制御部１１は、この与えられた各データのうちトーンデータを音響部１５に与え
る（ステップＳ４）。
【００３６】
　音響部１５は、制御部１１からトーンデータが与えられると、当該トーンデータを復号
化する。具体的には、トーンデータはＡＤＰＣＭ化されているから、音響部１５は、この
ＡＤＰＣＭ符号を元のアナログ信号に復元する（ステップＳ５）。音響部１５は、当該復
元されたアナログ信号をスピーカ１５ｂに与える。その結果、上記トーンデータに対応す
る音がスピーカ１５ｂから出力される。これにより、ＲＢＴ又はビジートーンが発生する
（ステップＳ６）。
【００３７】
　第５図は、着呼時の処理を説明するためのフローチャートである。ＲＦ部１０は、網側
装置１から呼設定要求信号を受信すると（ステップＴ１）、当該呼設定要求信号を増幅し
た後復調することにより呼設定要求データを復元し制御部１１に与える。制御部１１は、
当該呼設定要求データを受信すると、自機の動作状態を調べる。具体的には、制御部１１
は、通話中であるか否かを判別する（ステップＴ２）。
【００３８】
　通話中でなければ、制御部１１は、第２メモリ部１４にアクセスし、当該第２メモリ部
１４に登録されているトーンデータのうちＲＢＴデータを読み出す（ステップＴ３）。こ
の場合、ＲＢＴデータが複数登録されているとき、制御部１１は、使用設定データが対応
付けられているＲＢＴデータを読み出す。さらに、制御部１１は、ＡＣＫデータ及び上記
抽出されたＲＢＴデータをＲＦ部１０に与える。
【００３９】
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　ＲＦ部１０は、ＡＣＫデータに基づいて高周波信号を変調することによりＡＣＫ信号を
生成し送信するとともに、ＲＢＴデータに基づいて高周波信号を変調することによりＲＢ
Ｔ信号を生成し送信する（ステップＴ４）。なお、制御部１１は、ＲＢＴデータについて
は１回ＲＦ部１０に与えるだけでなく、予め定められた周期ごとに連続して与える。した
がって、ＲＢＴ信号は、ＲＦ部１０より連続的に送信される。
【００４０】
　一方、通話中であれば、制御部１１は、第２メモリ部１４にアクセスし、当該第２メモ
リ部１４に登録されているトーンデータのうちビジートーンデータを読み出す（ステップ
Ｔ５）。この場合、ビジートーンデータが複数登録されている場合、制御部１１は、その
うちの使用設定データが対応付けられているビジートーンデータを読み出す。また、制御
部１１は、ＮＡＫデータ及び上記抽出されたビジートーンデータをＲＦ部１０に与える。
ＲＦ部１０は、ＮＡＫデータに基づいてＮＡＫ信号を生成し送信するととともに、ビジー
トーンデータに基づいてビジー信号を生成し送信する（ステップＴ６）。この場合におい
ても、制御部１１は、ビジートーンデータを所定周期ごとに連続的にＲＦ部１０に与える
ので、ビジー信号はＲＦ部１０により連続的に送信されることになる。
【００４１】
　制御部１１は、トーンデータをＲＦ部１０に与え始めた後、回線切断又はオフフックに
なったか否かを判別する（ステップＴ７、Ｔ８）。回線切断又はオフフックされたと判別
されると、制御部１１は、上記ＲＢＴデータ又はビジートーンデータのＲＦ部１０への送
信を停止する（ステップＴ９、Ｔ１０）。
【００４２】
　第６図は、トーンデータ登録処理を説明するためのフローチャートである。この実施の
形態１においては、このトーンデータ登録処理は、着呼側携帯電話機においてのみ実行可
能である。トーンデータを登録する場合、ユーザは、ファンクションキーを操作し、携帯
電話機ＭＳの動作モードをトーンデータ登録／変更モードを起動する（ステップＵ１）。
このモードが起動されると、携帯電話機ＭＳの制御部１１は、トーンデータ登録／変更モ
ードのいずれかを選択する画面をディスプレイ１２ａに表示する（ステップＵ２）。
【００４３】
　トーンデータ登録モードが選択された場合、制御部１１は、トーンデータの入力を促す
画面をディスプレイ１２ａに表示する（ステップＵ３）。この画面が表示されると、ユー
ザは、トーンデータを携帯電話機ＭＳに入力する（ステップＵ４）。具体的には、ユーザ
は、当該携帯電話機ＭＳをパーソナルコンピュータなどのコンピュータに接続し、コンピ
ュータに記憶されているメロディデータを携帯電話機ＭＳに転送する。また、ユーザは、
上記コンピュータをインターネットなどに接続し、インターネット上のサーバに記憶され
ているメロディデータをダウンロードし、当該メロディデータをコンピュータから携帯電
話機ＭＳに転送する。さらに、ユーザは、携帯電話機ＭＳから直接インターネットに接続
し、インターネット上のサーバに記憶されているメロディデータをダウンロードする。さ
らにまた、ユーザは、ＲＢＴデータを生成するために、マイクロフォン１５ａを介して「
少しお待ちください」などの音声を吹き込む。
【００４４】
　このようにして携帯電話機ＭＳに入力されたメロディデータ又は音声データは、制御部
１１に与えられる。制御部１１は、このトーンデータをＡＤＰＣＭ化した後識別符号を対
応付けて第２メモリ部１４のトーンデータ用のエリアに登録する（ステップＵ５）。こう
することにより、ユーザの好みに応じたオリジナルのトーンデータを携帯電話機ＭＳに登
録することができる。
【００４５】
　一方、トーンデータ変更モードが選択された場合、携帯電話機ＭＳの制御部１１は、Ｒ
ＢＴ及びビジートーンのいずれを変更するかを尋ねる画面をディスプレイ１２ａに表示す
る（ステップＵ６）。ユーザによりカーソルが操作されるなどしていずれかが選択された
場合、制御部１１は、第２メモリ部１４に登録されているトーンデータのうち選択された
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データのリストを生成し、このうちいずれかを選択できる画面をディスプレイ１２ａに表
示させる（ステップＵ７）。ユーザによりいずれかが選択された場合、制御部１１は、そ
の選択されたものを使用設定されたデータとして第２メモリ部１４に登録する（ステップ
Ｕ８）。すなわち、制御部１１は、新たに選択されたトーンデータに対して使用設定デー
タを対応付けて第２メモリ部１４に記憶する。したがって、これ以降のＲＢＴ又はビジー
トーンは、変更された後のメロディ又は音声で発生されることになる。
【００４６】
　以上のようにこの実施の形態１によれば、着呼側携帯電話機ＭＳ２にユーザの好みに応
じたＲＢＴデータ及びビジートーンデータを登録できる。したがって、網側装置１におい
てトーンデータを登録している従来技術と異なり、ＲＢＴ及びビジートーンをユーザ自身
により容易に生成したり変更したりできる。そのため、ユーザの好みに合わせたサービス
を提供することができ、ユーザへのサービス向上を図ることができる。
【００４７】
実施の形態２
　第７図は、この発明の実施の形態２に係る携帯電話システムにおける呼設定時の処理を
説明するためのシーケンス図である。
【００４８】
　上記実施の形態１では、着呼側携帯電話機ＭＳ２に登録されているトーンデータを発呼
側携帯電話機ＭＳ１に送信することにより、発呼側携帯電話機ＭＳ１において着呼側携帯
電話機ＭＳ２のユーザオリジナルのＲＢＴ又はビジートーンを発生させている。これに対
して、この実施の形態２では、トーンデータを着呼側でなく発呼側携帯電話機ＭＳ１に予
め登録しておき、発呼後に呼設定受付データを受信した場合に、上記登録されているトー
ンデータに基づいてＲＢＴ又はビジートーンを発生させる。これにより、発呼側携帯電話
機ＭＳ１のユーザは、自分の好みに応じたオリジナルのＲＢＴ又はビジートーンを自分の
携帯電話機ＭＳで聞くことができる。そのため、発呼側携帯電話機ＭＳ１のユーザへのサ
ービス向上を図ることができる。
【００４９】
　より詳述すれば、発呼側携帯電話機ＭＳ１は、発呼操作が行われると（Ｂ１）、呼設定
要求信号を網側装置１に送信し（Ｂ２）、網側装置１は、当該呼設定要求信号を着呼側携
帯電話機ＭＳ２に送信する（Ｂ３）。着呼側携帯電話機ＭＳ２は、上記呼設定要求信号を
受信すると、実施の形態１と異なりトーン信号の送信をせずに、ＡＣＫデータ又はＮＡＫ
データを含む呼設定受付信号のみを網側装置１に送信する（Ｂ４）。また、着呼側携帯電
話機ＭＳ２は、通話可能状態である場合には着信音を発生させる（Ｂ５）。網側装置１は
、当該呼設定受付信号を受信すると、当該呼設定受付信号を発呼側携帯電話機ＭＳ１に送
信する（Ｂ６）。
【００５０】
　発呼側携帯電話機ＭＳ１のＲＦ部１０は、上記呼設定受付信号を受信する。すなわち、
発呼側携帯電話機ＭＳ１は、発呼後に呼設定受付データを受信する。発呼側携帯電話機Ｍ
Ｓ１の制御部１１は、呼設定受付信号を受信すると、当該呼設定受付信号中の呼設定受付
データに基づいて、自機の第２メモリ部１４に予め登録されているトーンデータの中から
上記受信された呼設定受付データに応じたトーンデータを読み出す（Ｂ７）。具体的には
、制御部１１は、呼設定受付データとしてＡＣＫデータを受信した場合、第２メモリ部１
４からＲＢＴデータを読み出す。また、制御部１１は、ＮＡＫデータを受信した場合、第
２メモリ部１４からビジートーンデータを読み出す。この場合、複数のＲＢＴデータ又は
ビジートーンデータが登録されているときには、制御部１１は、実施の形態１と同様に、
使用設定データが対応付けられているＲＢＴデータ又はビジートーンデータを選択する。
【００５１】
　制御部１１は、上記抽出されたＲＢＴデータ又はビジートーンデータを音響部１５に与
える。音響部１５は、当該ＲＢＴデータ又はビジートーンデータをアナログ信号に変換し
、当該アナログ信号をスピーカ１５ｂに与える。その結果、スピーカ１５ｂからは、上記
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ＲＢＴデータ又はビジートーンデータに対応するＲＢＴ又はビジートーンが出力される（
Ｂ８）。この場合、制御部１１は、実施の形態１と同様に、ＲＢＴデータ又はビジートー
ンデータを繰り返し音響部１５に与えるので、ＲＢＴ又はビジートーンは繰り返し出力さ
れる。これにより、発呼側携帯電話機ＭＳ１は、着呼側携帯電話機ＭＳ２の動作状態に対
応するトーンをユーザに報知することになる。
【００５２】
　ＡＣＫデータを含む呼設定受付信号の送信後において、着呼側携帯電話機ＭＳ２でオフ
フック操作がなされると（Ｂ９）、着呼側携帯電話機ＭＳ２は、着信音を停止させるとと
もに（Ｂ１０）、応答信号を網側装置１を介して発呼側携帯電話機ＭＳ１に送信する（Ｂ
１１、Ｂ１２）。発呼側携帯電話機ＭＳ１の制御部１１は、この応答信号の受信に応答し
て、ＲＢＴデータを音響部１５に与える処理を禁止する（Ｂ１２）。これにより、ＲＢＴ
は停止する。その後、通話が開始される（Ｂ１３）。
【００５３】
　以上のようにこの実施の形態２によれば、発呼側携帯電話機ＭＳ１に予め登録されてい
るトーンデータに基づいてＲＢＴ及びビジートーンを発生させることができる。したがっ
て、発呼側携帯電話機ＭＳ１のユーザは、自分の好みの音を自由に登録できるから、ユー
ザへのサービス向上を図ることができる。
【００５４】
　しかも、実施の形態１の場合と異なり着呼側携帯電話機ＭＳ２にトーンデータを予め登
録しておく必要はないから、既に出荷販売されている携帯電話機に電話を掛ける場合でも
、ユーザの好みに応じたＲＢＴ及びビジートーンをユーザに提供することができる。その
ため、実施の形態１の場合よりも実用化が容易になる。そのうえ、トーン信号を送信する
必要がないから、トラフィックの軽減を図ることができる。
【００５５】
実施の形態３
　第８図は、この実施の形態３に係る携帯電話機ＭＳの内部構成を示すブロック図である
。第８図において、第３図と同じ機能部分については同一の参照符号を使用する。
【００５６】
　上記実施の形態１又は２では、ＲＢＴ及びビジートーンとして専用のトーンデータを携
帯電話機ＭＳに登録している。これに対して、この実施の形態３では、着信音を発生させ
るためのデータとして既に携帯電話機ＭＳに登録されている着信音データをＲＢＴ又はビ
ジートーンのデータとして利用することとしている。これにより、携帯電話機ＭＳにトー
ンデータ専用の記憶領域が不要になるという利点がある。
【００５７】
　より詳述すれば、この実施の形態３に係る携帯電話機ＭＳの第２メモリ部１４には、ユ
ーザデータの他に、着信音データが記憶されている。着信音データは、着信があった場合
に発生される着信音のデータであり、たとえば予め記憶されていたりインターネットなど
からダウンロードされてきて記憶されていたりする。着信音データは、また、ＲＢＴ又は
ビジートーンのいずれかに対応付けられている。つまり、着信音データは、携帯電話機Ｍ
Ｓの動作状態に対応付けられている。
【００５８】
　実施の形態１のように着呼側携帯電話機ＭＳ２から発呼側携帯電話機ＭＳ１に対してト
ーンデータを送信する場合を例にとって説明する。着呼側携帯電話機ＭＳ２の制御部１１
は、呼設定要求信号を受信した場合、通話可能であるとき、第２メモリ部１４から着信音
データを読み出し、当該着信音データに対応する着信音を発生させる。また、制御部１１
は、第２メモリ部１４からＲＢＴに対応する着信音データを読み出し、当該着信音データ
をＲＢＴデータとしてＲＦ部１０に与える。その結果、ＲＦ部１０は、ＲＢＴデータを含
むトーン信号を作成し、当該トーン信号を網側装置１を介して発呼側携帯電話機ＭＳ１に
送信する。発呼側携帯電話機ＭＳ１は、この受信されたトーン信号中のＲＢＴデータ（着
信音データ）に対応するＲＢＴを発生する。
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【００５９】
　一方、着呼側携帯電話機ＭＳ２の制御部１１は、通話中であるとき、第２メモリ部１４
からビジートーンに対応付けられている着信音データを読み出し、当該着信音データをビ
ジートーンデータとしてＲＦ部１０に与える。その結果、ＲＦ部１０は、ビジートーンデ
ータを含むトーン信号を作成し、当該トーン信号を網側装置１を介して発呼側携帯電話機
ＭＳ１に送信する。発呼側携帯電話機ＭＳ１は、この受信されたトーン信号中のビジート
ーンデータ（着信音データ）に対応するビジートーンを発生する。
【００６０】
　次に、上記実施の形態２のように発呼側携帯電話機ＭＳ１に登録されているトーンデー
タに基づいてトーンを発生させる場合を例にとって説明する。発呼側携帯電話機ＭＳ１は
、着呼側携帯電話機ＭＳ２から網側装置１を介して呼設定受付データを受信した場合、当
該呼設定受付データに応じた着信音データをトーンデータとして第２メモリ部１４から読
み出す。具体的には、発呼側携帯電話機ＭＳ１の制御部１１は、上記呼設定受付データが
ＡＣＫデータである場合、ＲＢＴに対応付けられた着信音データを第２メモリ部１４から
読み出す。また、制御部１１は、上記呼設定受付データがＮＡＫデータである場合、ビジ
ートーンに対応付けられた着信音データを第２メモリ部１４から読み出す。制御部１１は
、この読み出された着信音データを音響部１５に与える。その結果、音響部１５のスピー
カ１５ｂから上記着信音データに対応する着信音が発生することになる。
【００６１】
　以上のようにこの実施の形態３によれば、携帯電話機ＭＳに既に登録されている着信音
データをトーンデータとして利用しているから、トーンデータ専用の記憶領域を不要にで
きる。また、トーンデータの登録作業を省略できるから、ユーザの手間を省くことができ
る。
【００６２】
実施の形態４
　第９図は、この発明の実施の形態４に係る網側装置１の構成を示す概略ブロック図であ
る。
【００６３】
　上記実施の形態１又は２では、トーンデータは携帯電話機ＭＳに登録されている。これ
は、ユーザがトーンデータを新たに生成したり変更したりできるようにするためである。
逆に言えば、ユーザがトーンデータを生成したり変更したりできれば、トーンデータの登
録先は必ずしも携帯電話機ＭＳでなければならないということはない。そこで、この実施
の形態４では、トーンデータの登録／変更処理はあくまでも携帯電話機ＭＳ側で実行可能
とし、その登録先を網側装置１とすることとしている。
【００６４】
　より詳述すれば、網側装置１は、携帯電話機ＭＳとの間で無線通信する複数の基地局（
BS : Base Station）２０、この複数の基地局２０を制御する回線制御局（MCS : Mobile 
Control Station）２１、及び、回線制御局２１に接続された回線交換局(AMC : Automobi
le Switching Center)２２を備えている。回線交換局２２は、他の回線交換局及び他の通
信網と接続され、回線ルーティング処理などを実行する。
【００６５】
　また、網側装置１は、トーンデータ記憶装置２３を備えている。トーンデータ記憶装置
２３は、携帯電話機ＭＳから送信されるトーンデータを記憶するためのものである。より
具体的には、トーンデータ記憶装置２３は、回線交換局２２に接続されている。トーンデ
ータ記憶装置２３は、たとえば、携帯電話機ＭＳのユーザ詳細情報を記憶するホームメモ
リの記憶領域の一部に相当する。トーンデータのトーンデータ記憶装置２３への書き込み
及び読み出しの制御は、回線交換局２２により行われる。
【００６６】
　第１０図は、携帯電話機ＭＳにおけるトーンデータ登録／変更処理を説明するためのフ
ローチャートである。このトーンデータ登録／変更処理は、発呼側携帯電話機ＭＳ１及び
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着呼側携帯電話機ＭＳ２のいずれからでも実行することができる。発呼側又は着呼側携帯
電話機ＭＳ１、ＭＳ２のユーザは、ファンクションキーを操作し、携帯電話機の動作モー
ドをトーンデータ登録／変更モードに設定する（ステップＶ１）。
【００６７】
　その後、ユーザは、上記第６図の説明と同様に、登録及び変更のいずれかのモードを選
択する（ステップＶ２）。登録モードが選択された場合、制御部１１は、トーンデータの
入力画面をディスプレイ１２ａに表示し（ステップＶ３）、トーンデータの入力があると
（ステップＶ４）、当該トーンデータ及び携帯電話機ＭＳの識別データをＲＦ部１０に与
える。その結果、ＲＦ部１０は、上記トーンデータ及び携帯電話機識別データを含む登録
要求信号を生成し網側装置１に送信する（ステップＶ５）。これにより、ユーザは、トー
ンデータの登録を網側装置１に要求することができる。
【００６８】
　一方、変更モードが選択された場合、制御部１１は、ＲＢＴ及びビジートーンのいずれ
かを選択する画面をディスプレイ１２ａに表示する（ステップＶ６）。制御部１１は、い
ずれかが選択されると、その選択されたデータのリストを取得すべく、リスト要求データ
をＲＦ部１０に与る。ＲＦ部１０は、当該リスト要求データを含むリスト要求信号を網側
装置１に送信する（ステップＶ７）。
【００６９】
　その後、網側装置１から登録済のトーンデータのリストを受信すると（ステップＶ８）
、制御部１１は、当該リストをディスプレイ１２ａに表示する（ステップＶ９）。ユーザ
によりいずれかのデータが選択されると（ステップＶ１０）、制御部１１は、当該選択さ
れたデータを識別する識別符号を含む変更要求データをＲＦ部１０に与え、ＲＦ部１０か
ら上記変更要求データを含む変更要求信号を網側装置１に送信させる（ステップＶ１１）
。これにより、ユーザは、使用するトーンデータの変更を網側装置１に要求することがで
きる。
【００７０】
　第１１図は、網側装置１におけるトーンデータ登録処理を説明するためのフローチャー
トである。網側装置１の基地局２０は、携帯電話機ＭＳから送信された登録要求信号を受
信すると（ステップＷ１）、当該登録要求信号からトーンデータ及び携帯電話機識別デー
タを復元し、当該各データを回線制御局２１を介して回線交換局２２に転送する（ステッ
プＷ２）。回線交換局２２は、上記各データを受信すると、携帯電話機識別データをイン
デックスとしてトーンデータをトーンデータ記憶装置２３に記憶する（ステップＷ３）。
すなわち、回線交換局２２は、トーンデータをユーザ別に登録する。言い替えれば、回線
交換局２２は、トーンデータを携帯電話機ＭＳに対応付けて登録する。これにより、トー
ンデータの登録が完了する。
【００７１】
　第１２図は、網側装置１におけるトーンデータ変更処理を説明するためのフローチャー
トである。網側装置１の基地局２０は、携帯電話機ＭＳから送信されたリスト要求信号を
受信すると（ステップＸ１）、当該リスト要求信号中のリスト要求データを復元し、当該
リスト要求データを回線制御部２１を介して回線交換局２３に送信する（ステップＸ２）
。回線交換局２３は、このリスト要求データを受信すると、当該リスト要求データを送信
してきた携帯電話機ＭＳに対応するトーンデータのリストをトーンデータ記憶装置２３か
ら読み出しリストデータに加工した後、当該リストデータを回線制御局２１及び基地局２
０を介して携帯電話機ＭＳに送信する（ステップＸ３）。
【００７２】
　その後、携帯電話機ＭＳから送信されてきた変更要求信号が基地局２０において受信さ
れると（ステップＸ４）、基地局２０は、変更要求信号中の変更要求データを復元し、当
該変更要求データを回線制御局２１を介して回線交換局２２に転送する（ステップＸ５）
。回線交換局２２は、変更要求データを受信すると、変更要求データで示された識別符号
に対応するトーンデータに対して使用設定データを対応付ける（ステップＸ６）。これに
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より、使用されるトーンデータが変更される。
【００７３】
　第１３図は、この実施の形態４に係る呼設定処理を説明するためのシーケンス図である
。発呼側携帯電話機ＭＳ１は、発呼操作が行われると（Ｃ１）、呼設定要求信号を網側装
置1に送信し（Ｃ２）、網側装置１は、当該呼設定要求信号を着呼側携帯電話機ＭＳ２に
送信する（Ｃ３）。着呼側携帯電話機ＭＳ２は、上記呼設定要求信号を受信すると、呼設
定受付信号（ＡＣＫ信号又はＮＡＫ信号）を網側装置１に送信する（Ｃ４）。
【００７４】
　網側装置１は、上記呼設定受付信号を受信すると、発呼側又は着呼側の携帯電話機ＭＳ
１、ＭＳ２に対応付けて登録されているトーンデータのうち着呼側携帯電話機ＭＳ２の動
作状態に対応するトーンデータを発呼側携帯電話機ＭＳ１に送信する。言い替えれば、網
側装置１は、上記呼設定受付データを受信すると、ユーザに対応するトーンデータを選択
し（Ｃ５）、当該トーンデータを発呼側携帯電話機ＭＳ１に送信する（Ｃ６）。
【００７５】
　より具体的には、網側装置１の基地局２０は、発呼側携帯電話機ＭＳ１から送信された
呼設定要求信号を受信したとき、当該呼設定要求信号から発呼側携帯電話機ＭＳ１及び着
呼側携帯電話機ＭＳ２の識別データを抽出し、当該識別データを回線制御局２１を介して
回線交換局２２に送信する。回線交換局２２は、この識別データを一時的に保持する。そ
の後、着呼側携帯電話機ＭＳ２から呼設定受付信号を受信した基地局２０から呼設定受付
データを受信した場合、回線交換局２２は、上記保持されている識別データを参照し、当
該識別データに対応するトーンデータをトーンデータ記憶装置２３から読み出す。
【００７６】
　より具体的には、発呼側及び着呼側携帯電話機ＭＳ１、ＭＳ２のいずれか一方のみのト
ーンデータが登録されている場合、回線交換局２２は、その登録されている方の携帯電話
機ＭＳに対応するトーンデータを読み出す。この場合、複数のトーンデータが登録されて
いるとき、回線交換局２２は、使用設定されているトーンデータを読み出す。
【００７７】
　また、発呼側及び着呼側携帯電話機ＭＳ１、ＭＳ２の両方のトーンデータが登録されて
いる場合、回線交換局２２は、たとえば発呼側のユーザへのサービス向上を優先し、発呼
側携帯電話機ＭＳ１に対応するトーンデータを読み出す。もちろん着呼側のユーザへのサ
ービス向上を図ることを重要視するならば、回線交換局２２は、着呼側携帯電話機ＭＳ２
に対応するトーンデータを読み出すようにしてもよい。
【００７８】
　回線交換局２２は、上述のようにしてトーンデータを読み出すと、上記呼設定受付デー
タ及び上記抽出されたトーンデータを回線制御局２１を介して発呼側携帯電話機ＭＳと通
信している基地局２０に送信する。基地局２０は、当該呼設定受付データを含む呼設定受
付信号及びトーンデータを含むトーン信号を生成し発呼側携帯電話機ＭＳ１に送信する（
Ｃ６）。なお、網側装置１は、呼設定受付信号については１回だけ送信するのに対して、
トーン信号については連続的に送信する。
【００７９】
　発呼側携帯電話機ＭＳ１は、上記呼設定受付信号及びトーン信号を受信すると、トーン
信号に含まれているトーンデータに対応するＲＢＴ又はビジートーンを発生する（Ｃ７）
。上述のとおり、トーン信号は連続的に送信される。これにより、発呼側又は着呼側携帯
電話機ＭＳ１、ＭＳ２のユーザが登録したＲＢＴ又はビジートーンを連続的に発生させる
ことができる。
【００８０】
　一方、着呼側携帯電話機ＭＳ２は、呼設定受付信号を送信した後通話可能状態であれば
着信音を鳴動させており（Ｃ８）、ユーザによりオフフックされると（Ｃ９）、応答信号
を網側装置１に送信するとともに（Ｃ１０）、着信音を停止させる（Ｃ１１）。網側装置
１は、応答信号を受信すると、回線交換局２２によるトーンデータの送信を停止する（Ｃ



(14) JP 4225060 B2 2009.2.18

10

20

30

40

50

１２）。すなわち、網側装置１は、トーン信号の送信を停止する。その後、網側装置１は
、上記受信した応答信号を発呼側携帯電話機ＭＳ１に送信する（Ｃ１３）。この応答信号
を受信した発呼側携帯電話機ＭＳ１は、ＲＢＴを停止させ（Ｃ１４）、着呼側携帯電話機
ＭＳ２との通話を開始する（Ｃ１５）。
【００８１】
　以上のようにこの実施の形態４によれば、トーンデータを携帯電話機ＭＳで生成したり
変更したりできるので、ユーザの好みに応じたオリジナルのＲＢＴ及びビジートーンを発
生させることができる。しかも、上記ＲＢＴ等を発生させるのに必要なトーンデータにつ
いては網側装置１で登録されているから、トーンデータを網側装置１で一元管理できる。
また、上記実施の形態１及び２と異なり携帯電話機ＭＳでトーンデータを記憶しておく必
要はないから、携帯電話機ＭＳの記憶領域を他の用途のために解放することができる。
【００８２】
実施の形態５
　第１４図は、この発明の実施の形態５に係る呼設定処理を説明するためのシーケンス図
である。
【００８３】
　上記実施の形態１乃至４では、着呼側携帯電話機ＭＳ２の動作状態として「呼出中」及
び「ビジー状態」を採用している。これに対して、この実施の形態５では、上記２つの動
作状態に加えて、電源オフ及び通話エリア外に存在する状態を着呼側携帯電話機ＭＳ２の
動作状態の一つとして採用している。
【００８４】
　より詳述すれば、この動作状態を追加する実施形態は、実施の形態１のように、着呼側
携帯電話機ＭＳ２から動作状態報知データを送信する実施形態には適用されない。電源オ
フの状態及び通話エリア外に存在する場合、着呼側携帯電話機ＭＳ２が動作状態報知デー
タを送信することはできないからである。
【００８５】
　電源オフ及び通話エリア外に存在する場合に発呼側携帯電話機ＭＳ１において発生すべ
き音は、インターセプトトーンと称する。インターセプトトーンの代表例は、「お掛けに
なった電話は電源をお切りになっているか電波の届かない場所にあります」という音声で
ある。つまり、インターセプトトーンは、データを受信することが不可能な状態の際に発
生されるものである。このインターセプトトーンのデータは、ＲＢＴデータ及びビジート
ーンデータとともにトーンデータとして登録される。登録先は、発呼側携帯電話機ＭＳ１
内の第２メモリ部１４、又は、網側装置１のトーンデータ記憶装置２３である。
【００８６】
　発呼側携帯電話機ＭＳ１において発呼操作がなされた場合（Ｄ１）、発呼側携帯電話機
ＭＳ１は、呼設定要求信号を網側装置１に無線送信する（Ｄ２）。網側装置１は、この呼
設定要求信号を着呼側携帯電話機ＭＳ２に送信する（Ｄ３）。しかし、着呼側携帯電話機
ＭＳ２の電源がオフになっている場合、及び、着呼側携帯電話機ＭＳ２が通話エリア外に
存在する場合、網側装置１に着呼側携帯電話機ＭＳ２から呼設定受付信号は返信されない
。
【００８７】
　そこで、網側装置１は、呼設定受付信号を着呼側携帯電話機ＭＳ２に繰り返し送信する
とともに（Ｄ３）、一定時間にわたって呼設定受付信号を受信したか否かを判別する（Ｄ
４）。一定時間にわたって呼設定受付信号を受信しない場合には、着呼側携帯電話機ＭＳ
２の電源がオフになっている、又は、着呼側携帯電話機ＭＳ２が通話エリア外に存在する
とみなすことができるので、網側装置１は、インターセプト状態であることを示す呼設定
受付データを発呼側携帯電話機ＭＳ１に送信する。
【００８８】
　以下、トーンデータが発呼側携帯電話機ＭＳ１に登録されている場合と網側装置１に登
録されている場合とを分けて説明する。まず、発呼側携帯電話機ＭＳ１にトーンデータが
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登録されている場合、網側装置１は、上記呼設定受付データのみを発呼側携帯電話機ＭＳ
１に送信する（Ｄ５）。発呼側携帯電話機ＭＳ１は、上記呼設定受付データを受信すると
、第２メモリ部１４に登録されているトーンデータのうち上記呼設定受付データに応じた
インターセプトトーンデータを読み出し（Ｄ６）、当該インターセプトトーンデータに対
応するインターセプトトーンをスピーカ１５ｂから発生させる（Ｄ７）。
【００８９】
　一方、網側装置１にトーンデータが登録されている場合、網側装置１は、上記呼設定受
付データ及びトーンデータの両方を発呼側携帯電話機ＭＳ１に送信する（Ｄ５、Ｄ８）。
具体的には、網側装置１の回線交換局２２は、トーンデータ登録装置２３にアクセスし、
発呼側又は着呼側携帯電話機ＭＳ１、ＭＳ２に対応付けられて登録されているトーンデー
タのうちインターセプトトーンデータを読み出す。そして、回線交換局２２は、この読み
出されたインターセプトトーンデータをトーンデータとして発呼側携帯電話機ＭＳ１に送
信する。発呼側携帯電話機ＭＳ１は、上記呼設定受付データ及びインターセプトトーンデ
ータを受信すると、当該受信されたインターセプトトーンデータに対応する音声をスピー
カ１５ｂから発生させる（Ｄ７）。
【００９０】
　以上のようにこの実施の形態５によれば、「呼出中」及び「ビジー状態」に加えて「電
源オフ及び通話エリア外に存在する状態」を着呼側携帯電話機の動作状態の一つとして採
用している。したがって、ユーザへのサービスをより一層高めることができる。
【００９１】
実施の形態６
　第１５図は、この発明の実施の形態６に係る携帯電話機ＭＳの内部構成を示すブロック
図である。第１５図において、第３図と同じ機能部分については同一の参照符号を使用す
る。
【００９２】
　上記実施の形態１乃至５では、動作状態報知データとしてトーンデータを例にとって説
明している。これに対して、この実施の形態６では、動作状態報知データとして、トーン
データに加えて、文字データ及び画像データを採用している。ここに、画像は、静止画及
び動画を含む概念である。
【００９３】
　より詳述すれば、携帯電話機ＭＳの第２メモリ部１４には、ユーザデータの他に、トー
ンデータ及び文字データ並びに画像データが記憶されている。文字データ及び画像データ
は、それぞれ、呼出中、通話中又はデータ受信不可であることを示すデータである。すな
わち、第２メモリ部１４には、呼出中であることを示す文字データ、通話中であることを
示す文字データ、及び、データ受信不可であることを示す文字データが記憶されている。
さらに、第２メモリ部１４には、呼出中であることを示す画像データ、通話中であること
を示す画像データ、及び、データ受信不可であることを示す画像データが登録されている
。
【００９４】
　第２メモリ部１４から読み出される際には、同じ動作状態に対応するトーンデータとと
もに読み出される。たとえば、着呼側携帯電話機ＭＳ２が通信可能状態である場合には、
呼出中であることを示すＲＢＴデータ及び文字データ及び／又は画像データが第２メモリ
部１４から読み出される。また、着呼側携帯電話機ＭＳ２が通信不可状態である場合には
、通話中であることを示すビジートーンデータ及び文字データ及び／又は画像データが第
２メモリ部１４から読み出される。さらに、着呼側携帯電話機ＭＳ２が電源をオフにして
いるか通話エリア外に存在する場合には、データ受信不可であることを示すインターセプ
トトーンデータ及び文字データ及び／又は画像データが第２メモリ部１４から読み出され
る。そのため、発呼側携帯電話機ＭＳ１は、ＲＢＴ、ビジートーン又はインターセプトト
ーンをスピーカ１５ｂから出力するとともに、着呼側携帯電話機ＭＳ２の動作状態に対応
した文字及び／又は画像をディスプレイ１２ａに表示することとなる。



(16) JP 4225060 B2 2009.2.18

10

20

30

【００９５】
　以上のようにこの実施の形態５によれば、ＲＢＴ、ビジートーン及びインターセプトト
ーンなどのトーンだけでなく文字及び／又は画像を使って着呼側携帯電話機ＭＳ２の動作
状態を発呼側携帯電話機ＭＳ１のユーザに報知する。したがって、ユーザのオリジナル性
を一層高めることができ、また、動作状態を音と視覚情報とで表現できるから報知性能を
も一層高めることができる。
【００９６】
他の実施の形態
　この発明の実施の形態の説明は以上のとおりであるが、この発明は上述の実施形態に限
定されるものでない。たとえば上記実施の形態では、無線電話装置として携帯電話機を採
用する場合を例にとって説明している。しかし、たとえば無線電話装置として通話機能を
有する携帯情報端末を採用することもできる。
【図面の簡単な説明】
【００９７】
　第１図は、この発明の実施の形態１に係る無線電話機が用いられた携帯電話システムの
全体構成を示す概念図である。
　第２図は、上記携帯電話システムにおける呼設定処理を説明するためのシーケンス図で
ある。
　第３図は、携帯電話機の内部構成を示すブロック図である。
　第４図は、発呼時の処理を説明するためのフローチャートである。
　第５図は、着呼時の処理を説明するためのフローチャートである。
　第６図は、トーンデータ登録処理を説明するためのフローチャートである。
　第７図は、この発明の実施の形態２に係る携帯電話システムにおける呼設定時の処理を
説明するためのシーケンス図である。
　第８図は、この実施の形態３に係る携帯電話機の内部構成を示すブロック図である。
　第９図は、この発明の実施の形態４に係る網側装置の構成を示す概略ブロック図である
。
　第１０図は、携帯電話機におけるトーンデータ登録／変更処理を説明するためのフロー
チャートである。
　第１１図は、網側装置におけるトーンデータ登録処理を説明するためのフローチャート
である。
　第１２図は、網側装置におけるトーンデータ変更処理を説明するためのフローチャート
である。
　第１３図は、この実施の形態４に係る呼設定処理を説明するためのシーケンス図である
。
　第１４図は、この発明の実施の形態５に係る呼設定処理を説明するためのシーケンス図
である。
　第１５図は、この発明の実施の形態６に係る携帯電話機の内部構成を示すブロック図で
ある。
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